
企業価値向上に向けた
中長期の戦略
代表取締役 社長
中西 勝也
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PER、ESG格付

サステナブルな価値向上を支える取組

ステークホルダーエンゲージメント

成長期待の向上・資本コストの低減

参考指標

1. 中長期的な企業価値向上に向けて

営業収益CF 平均成長率10%以上、
ROE 12％以上（2027年度）

Net DER 0.6倍 (上限目処）

経戦2027

経戦2027

価値創造メカニズム
磨く（Enhance）× 変革する（Reshape）× 創る（Create）の好循環モデル

財務・資本政策

創出価値・資本効率の向上

ROA、ROIC参考指標

定量目標

財務健全性

時価総額、株価、PBR、EPS、TSR

企業価値向上

参考指標

 企業価値向上に向け、不断の取り組みを推進中
 「創出価値・資本効率の向上」については、経営戦略2027で営業収益CF・ROEというKPIを掲げ、「磨く・変革する」「創る」の取り組みを加速中

ROE向上に向けて、『「磨く・変革する」「創る」を通じた収益力強化によるROAの向上』×『効果的なレバレッジの活用』を進めている
 「成長期待の向上・資本コストの低減」については、当社の戦略、「総合力」を活かした価値創造などの成長性を、開示拡充や市場との
対話を通じ、市場にご理解頂く取り組みを進めている
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政治・
地政学

• 国際政治や通商政策等の不安定化
• グローバルガバナンスの衰退

環境・社会 • 脱炭素コスト低減の遅れ等による
現実解を探る動きの加速

経済・産業 • サプライチェーン再構築／地産地消型経済への再注目
• インフレ・金利の高止まり

技術・
イノベーション

• AIの急速な進展／新たなサービス開発
• データセンター・半導体需要増に伴う旺盛な電力需要

2. 変化する外部環境と当社の役割

事業環境の複雑化と不確実性増大 当社の「総合力」× 社会課題への対応

長年にわたり培ってきた優良上流資産や、幅広い川下・消費者接点を基盤とし、
当社の「総合力」を活かした価値創造を通じて、社会課題への対応、当社の成長を実現させていく

柔軟に事業戦略を進化

多彩・
多才な
人材
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に
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く
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強靭な事業基盤

信用・信頼 財務健全性

知
見
の
蓄
積

グローバル
インテリジェンス

幅広い産業知見・
深いインサイト

多様な
事業モデル

グローバルな
事業展開

多様性により変化を先取り

当社の強みを結集した「総合力」

 地政学リスクの高まり、脱炭素のトランジション複線化、AI普及による産業構造・生活形態の変化などを受け、エネルギーの安定供給や
金属資源の確保、食料供給網の安定化に向けた打ち手、顧客ニーズの多様化に対するサービス提供の重要性等がより一層高まっている
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3. 当社の強みを活かした価値創造の取り組み

各領域における主要案件・事例 2030

金属資源 低炭素化に資する高品位原料炭の安定供給、電化推進に不可欠なクリティカルミネラルの取組強化
アメリカ・カッパーワールド銅鉱山

ペルー・ケジャベコ銅鉱山 チリ・ロスブロンセス銅鉱山（隣接銅鉱山との一体操業）
オーストラリア・高品位原料炭資産への集約

20272024

エネルギー
バリューチェーン

エネルギートランジション（移行期間）における天然ガス・LNG安定供給、競争力ある再エネ電源開発・需要家向け安定供給への取組強化

アメリカ・シェールガス
LNGカナダ

LNGカナダ（拡張）

ブルネイ・上流ガス
水素アンモニア

マレーシア・LNG（延長）

アメリカ・太陽光発電事業拡大
アメリカ・発電

オランダ・再生可能エネルギー
CCS/CCUS ※2欧州・蓄電池

食料資源 拡大するタンパク質需要の取り込み、食料安全保障への貢献、食×エネルギーの取組強化

アメリカ・
バイオ燃料製造 農業資材製造

搾油・バイオエタノール

畜産事業 加工機能強化
サーモン養殖事業買収 サーモン養殖事業基盤強化

イギリス・肥料資源鉱山

C to B
バリューチェーン

消費者・顧客ニーズの多様化に対応したサービス提供の取組強化、既存事業を梃にした海外での事業多角化
東南アジア・都市開発

三菱食品完全子会社化

東南アジア・ヘルスケア
フィリピン・デジタル金融

ローソン戦略的パートナー招聘

クリティカルミネラル（銅・アルミ・ボーキサイト・リチウム・ニッケル）

※1  Consumer to Business、マーケットインの発想を重視した消費者・顧客起点のビジネス
※2  Carbon Capture and Storage（CO2 回収・貯留技術）、 Carbon Capture, Utilization and Storage（CO2 回収・利用・貯留技術）

※1

 強靭な事業基盤や幅広い産業知見、グローバルインテリジェンスなどの「総合力」を活かせる事業領域において、社会課題への対応、
当社の持続的な成長を実現していく

（利益貢献想定タイミング）

投資決定・実行済 検討中
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※1  2024年度中に売却した事業のキャッシュフロー、及び事業再編の影響を除外 ※2  検討中の案件からの営業収益キャッシュフロー貢献見込み額も含む
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「磨く・変革する」「創る」を通じた稼ぐ力の伸長

0.98兆円 金属資源

エネルギー
VC

食料資源

C to B
VC 基盤事業

営業収益
キャッシュフロー

0.94
兆円
※1

領域別の営業収益キャッシュフロー
増加イメージ（億円）※2

2024年度 2027年度

ROE
12%～
(連結純利益
1.2兆円～)

ROE
10.3%
(連結純利益
0.95兆円)

営業収益CF
平均成長率

10%～

2030年度にかけて
更なる稼ぐ力の伸長、
資本効率向上を目指す

創る

新規事業

内、領域毎に目指す
営業収益CFの伸長イメージ

（27→30年度、億円）※2

金属資源

エネルギーVC

食料資源

C to B VC

＋700 ＋900
＋900 ＋350
＋400 ＋100
＋500 ＋400

基盤事業 ＋500 ＋250

創る磨く
変革する

磨く
変革する

既存事業

2030年度
イメージ

1.9兆円～

4. 中長期成長のイメージ
 「磨く・変革する」「創る」を通じ、営業収益キャッシュフロー平均成長率10%以上を持続的に実現する事業ポートフォリオの構築に取り組み中
 2028年度以降も、現在取組中の案件の推進や、構想中の案件の実現等により、利益の土台となる既存事業を強化しつつ、継続的な

資産の入替や、産業の垣根を超えた価値創造を加速させることで、持続的な成長・資本効率向上を実現していく



7

1

© Copyright 2026 Mitsubishi Corporation

1,200 

800 
600 

650 
750 

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

2024年度 2027年度

連結純利益
（億円）

資産・事業
リサイクル
関連損益

9,507

1.2兆円～

ROE
12%～

ROE
10.3%

リサイクル・
特殊要因
2,688

巡航利益
6,819

金属資源

エネルギー
VC

食料資源

C to B
VC

基盤事業

※1  リサイクル・特殊要因＝資産回転型事業（不動産・電力）を除く資産・事業リサイクル関連損益及び特殊要因 ※2  巡航利益＝連結純利益－リサイクル・特殊要因 ※3  巡航利益の増益見込み（概算値）を示す ※4  資産回転型事業（不動産・電力）を除く ※5  検討中の案件からの利益貢献見込み額も含む

※1

※2

※4

領域別の連結純利益
増益イメージ（億円）※3,5

「磨く・変革する」「創る」を通じた収益力強化
×

財務健全性も踏まえた効果的なレバレッジの活用

（Appendix）中長期成長のイメージ（連結純利益）
 「磨く・変革する」「創る」を通じ、経戦2027の目標達成に向けた着実な取り組みが進行中
 2028年度以降も、現在取組中の案件の推進や、構想中の案件の実現等により、利益の土台となる既存事業を強化しつつ、継続的な
資産の入替や、産業の垣根を超えた価値創造を加速させることで、持続的な成長・資本効率向上を実現していく

2030年度
イメージ

磨く
変革する

既存事業

新規事業

内、領域毎に目指す
連結純利益の伸長イメージ
（27→30年度、億円）※5

金属資源

エネルギーVC

食料資源

C to B VC

＋800 ＋800
＋150 ＋300
＋300 ＋100
＋300 ＋500

創る磨く
変革する

創る

基盤事業 ＋550 ＋400

1.5兆円～


